
就労継続支援（Ｂ型）事業

生活介護事業

　今回は授産製品について紹介させて頂こうと思います。現在
就労継続係では、刺し子ふきん、洗濯ばさみを作り、販売してい
ます。刺し子ふきんは利用者さんが、ひとつひとつ丁寧に刺繍さ
れていて、可愛らしく仕上げておられます。バザー販売でも人気
商品の一つで、いつもお客様に手に取って見て頂いており、「可
愛らしい布巾で使うのがもったいないぐらい」とお声を頂戴して
います。洗濯ばさみについても、部品をバラバラの状態で発注

し、組み立ては全て利用者さんにお願いしています。こちらもよ
く購入して頂いており、他の洗濯ばさみと比べて持ちが良いと評
判です。オーダーがあれば可能な限り対応させて頂きますので、

「こんな刺し子ふきんの柄を刺繍して欲しい」「あんな商品を作っ
てみて欲しい」等ご要望がありましたら是非ご連絡下さい。
また１２月９日長岡第十小学校で開催予定の「長十フェスタ」で出
店を予定していますので、是非お立ち寄り下さい。

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への差
別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記しま
す。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

乙訓若竹苑は、就労継続支援（B型）事業・生活介護事業・地域活動支援センター事業・
日中一時支援事業・相談支援事業を行っています。
TEL ０７５・９５４・６５０１　FAX ０７５・９５４・６５８８

「障がい」のひらがな
表記について

乙 訓 若 竹 苑

生活介護事業　利用者さんの作品

●上半期の生活介護事業の様子
　生活介護事業では、活動の一環として創作活動を行っています。
利用者さんの作品を多くの人に観てもらえるよう、昨年より多くの
作品展へ出展したりして展示の機会を設けています。作品の中には
選考を伴う作品展において1次選考を通過する作品も現れ、みんな
で「すごーい！」「やったね！」と喜んでいます。個人作品から合同作品、
絵画から立体作品とジャンルに囚われることなく、自分たちが作り
たいものを楽しく！をモットーに創作活動に励んでおられます。現在
は地域の方々にも観てもらえる機会や方法を模索中です。
　また、生活介護事業では販売活動にも力を入れています。上半期
は「ぬいぬいシリーズ」の新商品としてピアスやイヤリングなどのア
クセサリー系、がま口財布やポーチなどもシリーズの仲間入りをし、
製品がより充実しました。利用者さんオリジナルデザインを手刷り
プリントしたTシャツも大変好評でした。各製品は地域の雑貨店や
美容室に並べていただいています。ぜひ、探してみてください。
●お願い
　生活介護事業では生産活動・リサイクル活動のため、アルミ缶と
牛乳パック（中身をよく水洗いし乾燥させたもの）の回収を随時行っ
ております。ご協力いただける方は、乙訓若竹苑（075-954-6501
生活介護事業）までご連絡ください。皆様のご協力をお待ちしてお
ります。
●平成30年度アルミ缶による
　上半期の収入
アルミ缶：総重量 286.2kg
　　　　 買い取り価格105～115円/kg
合計 31,341円の収入となりました。
ご協力ありがとうございました。

火曜日～土曜日、どの曜日も利用定員に空きがありますので、
興味のある方はぜひ一度見学に来てみてください。

地域活動支援センターでは、毎週火曜日に「アルミ缶を回収」→「洗
う」→「潰す」→「業者へ持って行く」というリサイクル活動をしていま
す。買い取ってもらい得たお金は利用者の方の「工賃（お給料）」とし
て支払います。

（ちなみに、１ヶ月あたり１人１００円～８００円位です〈参加回数に応じて〉）
アルミ缶の回収にあたっては井ノ内自治会様、セブンイレブン様、ま
た様々な方が協力して下さっています。そのような地域の方々とのつ
ながりも利用者の方が地域で暮らしていくために大切なことです。そ
して、リサイクル活動を通してゴミが少しでも資源として活かされる
ようにと願っています。
他にも‥午前中は書道（木曜日）・創作活動（金曜日）などの室内活動
や、午後から散歩、レクリエーション（音楽・スポーツ・調理）などのプロ
グラムが不定期であります。

平成２９年度から始まった「緊急一時利用」について、数はまだ少な
いですが「急に母親がケガをして病院に行きたい」「祖父が緊急入院
した」などの緊急の理由で利用がありました。
急なことはいつ起きるか分かりません。そのような時に、障がいの
ある方が若竹苑で安心して過ごして頂けるようにサポートします。
※「緊急一時利用」についても事前登録制です。不明な点など気軽
にご相談ください。

地域活動支援センター事業

日中一時支援事業

高いお山
登れるように
なったよ！
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この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。

乙訓福祉施設事務組合とは向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。
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療育プログラムの紹介

　乙訓ポニーの学校は、発達の遅れやつまずきが心配され
る就学前のお子さんを対象とした児童発達支援事業を行う
親子通園の療育施設です。利用申し込みは3月、6月、9月、
12月の年4回受け付けています。
　また、乙訓地域で生活しておられる18歳未満の児童と
そのご家族を対象とした相談支援事業も行っており、様々
なお悩みや困り事について相談をお受けしています。

TEL  075-952-5000　　FAX  075-953-5200

3月までの予定は次の通りです。
　おもちゃライブラリーは、通園児親子に限らず地域のどなたでもご利用できるように、
プレイルームを開放している日です。ゆったりとしたスペースで、トランポリンやすべり台
等の大型遊具や好きなおもちゃを使って自由に遊べます。雨の日も安心です。
　また、遊びのアドバイスや子育てに関するご相談に応じています。お子さんのことでお
聞きになりたいことがありましたら、何なりとお尋ねください。

原則として、月1回、金曜日の15時～16時30分
に開催しています。

12月21日
2月22日

1月25日
3月２2日

卒•退園児のための施設開放事業時間は10時～15時です。 平成30年12月26日(水)、平成31年3月29日(金)

おもちゃライブラリーのご案内

乙訓ポニーの学校

9：40 名前よび・手あそび
10：00 かかわりあそび
10：25 運動・設定あそび
10：45 親子分離

　子どもは遊具のある部屋で自由
あそび
　お母さん・お父さんは親グルー
プでお話

11：00 食事（お弁当）
11：30 親子再会・療育の報告
11：50 終了

　ポニーの学校では、保育所、幼稚園などに通園していない子ども（主に0 ～2歳児）の低年
齢児クラス、保育所や幼稚園に並行通園しながら指導員と1対1で課題に合わせた取り組みを
行う個別療育クラス、小グループで他者の意図やルールを意識する中で集団遊びを深めるグ
ループ療育クラスがあります。
　低年齢児クラスは親子で一緒に遊ぶ時間をたくさん持ち、お母さんやお父さんとの愛着関
係を深めていきます。子どもと分離後は、子どものクラスの親御さんでグループを構成し、指
導員が入り話し合いをしています。日常生活での子どもの変化や心配事をみんなで一緒に真
剣に考えたり、成長を一緒に喜びながら話をしています。また、職員から病院や就園、就学に向
けて、様々な情報提供も行っています。

低年齢児クラスのプログラム

かかわり遊び
　親子で主に身体を動かしながら楽しめる遊び
を行います。その中から、いくつか紹介します。
●あるく・はしる・とまる
　音楽がかかるとみんなで一斉に歩いたり走る
などし、合図に合わせてその場で止まります。走
ることが大好きな子たちも、みんなが止まる様
子を見て思わず止まると拍手喝采！
●バルーンでおすわりやす
　子どもは大きなバランスボールに座っても
らいます。歌に合わせて大人がボールを弾ませ
たり、前後左右に揺らします。少し怖がっていた
子も、最後は大好きなお母さんに抱き留めても
らって安心します。
●シーツブランコ
　子どもはタオルケットに寝転んでもらい、タ
オルの両端を大人2人で持ち、音楽に合わせて
揺らします。大きな揺れが平気な子は周りが驚
くぐらい揺らすこともあります。揺れが苦手な
子は、揺れの少ないマットから取り組みます。

設定あそび
　小麦粉、粘土、絵の具、スライム、水遊び、ボールプールなど
色々な素材を使って様々な感触を経験します。例えば小麦
粉あそびなら、サラサラの小麦粉を手に掴んでお皿に入れた
り、下に落ちる様子を見たり、指導員の服にかけたり…。水を
加えて粘土状にした後は、引きちぎったり、絵の具を加えて
様々な色の粘土ができると子どもたちも喜んでいます。

運動あそび
　プレイルームに設定した、様々な大型遊具で身体をダイナ
ミックに使って遊びます。子どもたちにとっては、初めて出会
う遊具がほとんどです。どの
子も繰り返し遊ぶ中でバラ
ンスを取りながら遊ぶこと
が上手くなったり、他の子と
一緒に同じ遊具で楽しく遊
ぶことが増えていきます。

低年齢児クラスの取り組み
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平成29年度決算 財 政 状 況 の 公 表

　平成29年度の乙訓福祉施設事務組合一般会計決算は、10月3
日に行われた組合議会で認定されました。
　歳入4億3,409万3,918円、歳出は4億2,622万7,747円で、差
引残額は786万6,171円となりました。前年度との比較では歳入
は2.5％の増、歳出は4.0％の増となっています。

　歳入歳出の主な内容は、上記のグラフのとおりです。
　なお、決算の詳細は組合のホームページに掲載しておりますの
で、そちらもご覧ください。
※予算の詳細についてもホームページに掲載しています。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

平成30年度上半期
　乙訓福祉施設事務組合は、財政状況の公表に関する条例に基づき、毎年6月と12
月に組合財政の状況について公表しています。
　今回は、平成30年度の上半期分として、平成30年9月30日現在における予算の執
行状況や組合財産の現在高等についてお知らせします。

◇一般会計歳入歳出予算執行状況
（平成30年9月30日現在）

歳　入� （単位：千円）

款 予算現額 構成比 収入済額 収入率

1� 分担金及び負担金 431,778 97.0% 219,623 50.9%

2� 府　支　出　金 4,000 0.9% 4,000 100.0%

3� 財　産　収　入 6,434 1.5% 2,558 39.8%

4� 繰　　越　　金 1,000 0.2% 7,866 786.6%

5� 諸　　収　　入 1,835 0.4% 920 50.1%

歳　入　合　計 445,047 100.0% 234,967 52.8%

歳　出� （単位：千円）

款 予算現額 構成比 支出済額 執行率

1� 議　　会　　費 2,009 0.5% 1,112 55.4%

2� 総　　務　　費 70,140 15.7% 31,950 45.6%

3� 民　　生　　費 371,898 83.6% 166,857 44.9%

4� 予　　備　　費 1,000 0.2% 0 0.0%

歳　出　合　計 445,047 100.0% 199,919 44.9%

組
合
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会�
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　10月に大山崎町議員の選挙が行われました。11月1日現在の組合
議会議員は、次の方々です。
　議長は、今後開催される議会で選出予定です。
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◇組合財産の現在高� （平成30年9月30日現在）

区　分 数量・面積 内　　　　　容

土　地 2,986.46㎡ 若竹苑
ポニーの学校用地（旧ポニー用地含む）

建　物 2,045.58㎡ 若竹苑、ポニーの学校（組合庁舎含む）

物　品 62品 1品10万円以上の物品

◯基金の状況� （単位：千円）

◯一時借入金の状況

名　称 平成30年9月30日現在残高

財政調整基金 2,007

施設整備基金 0

平成30年9月までの一時借入金の借入実績は、ありませんでした。

繰越金
13,404千円

（3.1%）

財産収入
6,903千円

（1.6%）

諸収入
2,005千円

（0.5%）

議会費
1,380千円

（0.3%）

維持補修費
1.893千円

（0.5%）

補助費等
34,238千円

（8.0%）

物件費
64,769千円

（15.2%）

府支出金
4,000千円

（0.9%）

分担金及び負担金
407,782千円
 （93.9%）

民生費
354,966千円

（83.3%）

（　　　　　　　　　　　　 ）乙訓若竹苑、乙訓ポニーの学校、介護障害審査課、
障がい者相談支援課に伴う費用

総務費
69,882千円

（16.4%）

人件費
325,328千円

（76.3%）

義務的経費
325,328千円

（76.3%）

消費的経費
100,900千円
（23.7%）

消費的経費
100,900千円
（23.7%）

歳 入
434,094千円
（100.0%）

歳 出
（目的別）

426,228千円
（100.0%）

※予算の詳細についてはホームページに
　掲載しています。
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乙訓福祉施設事務組合人事行政の運営等の状況
本組合における人事行政の公正性、透明性を高めるため、「乙訓福祉施設事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免・給与・勤務条件・

服務の状況などを公表します。なお、詳しくはホームページをご覧ください。

①職員の任免および職員数に関する状況
1�職員の採用・退職（平成29年4月2日から平成30年4月1日）

区分 退職(人) 採用(人)
事務職 0 0
指導員 1 2
相談員 0 0
合計 1 2

2�退職事由（平成29年4月1日から平成30年3月31日）
区分 定年 勧奨 普通 その他

出向など 合計

人数（人） 0 0 1 0 1

3�再任用の状況（平成29年4月1日から平成30年4月1日）
区分 人数（人）

平成29年4月1日在職者数 2
平成30年4月1日在職者数 1

4�年齢別職員数（平成30年4月1日）
年齢 20歳未満 20歳〜23歳 24歳〜27歳 28歳〜31歳 32歳〜35歳 36歳〜39歳

職員数（人） 0 0 3 4 11 2
年齢 40歳〜43歳 44歳〜47歳 48歳〜51歳 52歳〜55歳 56歳〜59歳 合計

職員数（人） 4 1 1 2 3 31

5�職員数の推移
年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 過去5年間の

増減数（率）
職員数（人） 29 30 30 30 30 31 2（6.9%）

〇全体会　4月26日開催
乙訓圏域の障がい者に関係する35機関・団体で構成しています。

〇運営委員会
乙訓地域の障がい者福祉行政、保健所、相談支援事業所等で構成し、部
会等の進捗管理をしています。また、福祉人材の職場への定着を目的と
した研修を実施しています。

〇「医療的ケア」委員会
医療的ケアが必要なケースの検討やサービスの提供体制を協議するとと
もに、病院や介護施設での短期入所施設の開設に向けての条件等の学習・
協議を行っています。

〇地域生活支援拠点部会
市町が策定する福祉計画の地域生活支援拠点の機能について具体的な提
案を行うため、緊急時対応ができる地域での体制づくりの機能や運用に
ついて協議しています。

〇就労支援部会
就労支援事業所の工賃向上の取り組みとして、企業や官公庁へ自主製品
の販売促進や外部からの受託作業拡大の広報活動を行っています。また、
今年度も就職促進に向け、市役所などでの職場実習を試行しています。

〇喀痰吸引等研修プロジェクト
社会福祉法人乙訓福祉会との共催により「介護職員等による喀痰吸引等
研修（第３号研修）」を10月27～28日に実施し、21名の受講者があり
ました。

〇相談支援プロジェクト
地域の課題を明らかにするとともに、相談支援ネットワークを築くこと
を目的に具体的なケースの検討を行っています。

〇精神障がい者地域生活支援プロジェクト
昨年度から実施している不動産仲介業者
の聴き取り調査の結果をまとめ、5月16
日に報告講演会を開催し、一般の方を含
め約40名の参加がありました。調査報
告書を作成しておりますので、関心のあ
る方は事務局までご連絡ください。

　平成30年度第１回乙訓障がい者基幹相談支援センター研修を7月20日に開催しました。今回は
「わかりやすい成年後見制度の基礎」と題して、中西司法書士事務所の司法書士中西正人氏に講演を
していただきました。成年後見制度の基礎知識について、その基本理念から申立の仕方、実際の実務
についてまで事例も交えて分かりやすく講演していただき、参加者も今後の支援に生かせる知識を
得ることができました。

乙訓圏域障がい者自立支援協議会は、地域の障がい者福祉における課題を明らかにして、それの軽減・解消を目的に運営しています。

乙訓障がい者虐待防止センターでは、障がい者の虐待防止や権利擁護に関して研修や会議などに出向きお話しさせていただいております。日時や場所、内容
などはご相談に応じます。自治会や企業、学校関係の会合などでもどうぞご活用ください。

　平成30年度乙訓障がい者虐待防止ネットワーク会議・研修会を6月22日に開催しました。障が
い福祉に関わる機関・団体、医療・司法・教育・就労など幅広い機関から29名の委員の方にご参
加いただき、平成29年度の乙訓での障がい者虐待対応について報告しました。同時に開催した研
修会では、39名の方にご参加いただき、京都府での障がい者虐待の現状を知ることができました。
また、虐待通報や対応には地域住民の皆様からの協力が解決の近道になることも学ぶことができ
ました。

乙訓圏域障がい者自立支援協議会事務局

総合相談

乙訓障がい者虐待防止センター

乙訓障がい者基幹相談支援センター 乙訓障がい者基幹相談支援センターは、
地域における総合的な相談業務を行って
います。

TEL.075-952-6521（代表）���075-959-9085（虐待通報）���075-954-7939（自立支援協議会事務局）���FAX.075-959-9086（共通）
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②職員の給与等のあらまし
組合職員の給与は、国家公務員等に準じ「条例」に基づき支給されています。
なお、ここでお知らせする給与などは、税金や社会保険料を控除する前の額
で、手取り額ではありません。

③職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成29年度）
1�職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間
38時間45分 午前8時30分〜午後5時15分 午後0時〜午後1時

2�年次有給休暇の取得状況
区分 日数（日） 取得率　（%）

年間平均取得日数 11.1 56

（注）�平成29年中の全期間在職した一般職員の状況です。取得率を算出するための付与日
数には前年繰越分を除いています。

④職員の分限及び懲戒処分の状況(平成29年度)
処分の種類 処分者数
分限処分 ０人

懲戒処分

免職 ０人
停職 ０人
減給 ０人
戒告 ０人

情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況について
（平成29年度）

情報公開制度は、組合が保有する情報を積極的に公開することで、より一層
開かれたものにする制度です。ただし、情報が個人情報や意思形成過程情報
などに該当するときは、非公開となる場合があります。
個人情報保護制度は、組合が保有する個人情報について具体的な管理ルール
を定めプライバシーを保護するとともに、本人からの請求により自己に関す
る情報の開示などを求めることができる制度です。

1�職員給与の状況
（平成29年度決算）

（注）1��職員数は、29年4月1日現在の人数（再任用職員を含む）
にかかる金額です。

　　 2�職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

職員数
（A）

給与費 一人当たりの給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） （B/A）

32人 109,482千円 24,963千円 46,723千円 181,168千円 5,662千円

2��職員の平均給料月額
及び平均年齢の状況
（平成30年4月1日現在）

一般行政職
平均給料月額 平均年齢

302,197 37.9歳

3�職員の初任給の状況（平成30年4月1日現在）
区　分 組　　合 国

一般行政職 大学卒 179,200円 179,200円
高校卒 151,500円 147,100円

4�退職手当の状況（30年4月1日現在）
区分 組　　　　合 国

退職手当

支給率 自己都合 応募・定年 自己都合 応募・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

組合と同じ勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の
加算措置

定年前早期退職者
特例措置
2〜20%加算

定年前早期退職者
特例措置
3〜45%加算

（注）�退職手当の支給に関しては、本組合を含む7市11町村13一部事務組合（平成30年4
月1日現在）で組織する「京都府市町村職員退職手当組合」に加入しています。

6�級別職員数の状況（平成30年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

計標準的な職務内容 主事 主事 主査
主事

係長
総括主査
主任

課長補佐
施設長補佐

次長　課長
施設長　主幹 局長

職員数 0 3 9 11 3 4 1 31
構成比（%） 0.0 9.7� 29.0� 35.5 9.7� 12.9� 3.2� 100�

（注）一般職の職員数です。

請　　求 公　　開 非 公 開
情 報 公 開 0　件 0　件 0　件

請　　求 開　　示 不 開 示
個人情報保護 28　件 28　件 0　件

現在、日本の65歳以上の高齢者は3,500万人を超え、高齢化率は約
28％となりました。これは約3.5人に1人が65歳以上の高齢者である
ことを示しています。国は、今後も高齢化は進むと予想し、総人口の
動向とも関連しますが、2035年には約3人に1人が65歳以上の高齢者
になると推計しています。
そのような中、ここ乙訓地域においても高齢化は進んでおり、それ

に伴い要介護認定を受ける方も増加しています。平成30年9月30日現
在、2市1町の総人口は15万4,606人で、そのうち65歳以上の高齢者
は4万1,172人、高齢化率は26.6％となりました。要介護認定を受けて
いる方は、65歳以上の高齢者のうち2市1町合計で7,642人、18.6％
です。2年前と比較すると高齢者人口は1,216人増え、認定者数も558
人の増加となっています。この要介護認定者数の増加に対応するため、
介護認定審査会は平成30年4月から合議体を1つ増やし19合議体とし、
審査会を月19回開催しています。

介護障害審査課は、向日市・長岡京市・大山崎町（以下、２市１町）における介護保険の要介護認定と障害者総合
支援法に基づく障害支援区分認定の審査会事務を業務としています。

※要介護認定・障害支援区分認定の流れについては、これまでの広報でご紹介しておりますが、詳細につきましてはホームページをご覧ください。

�� （平成30年10月1日現在）

人口 高齢者人口
（人）

高齢化率
（％）

認定者数
（人）

認定者率
（％）

向 日 市   57,527 15,259 26.5% 2,700 17.7%

長岡京市   81,130 21,486 26.5% 4,113 19.1%

大山崎町   15,949   4,427 27.8%    829 18.7%

合 計 154,606 41,172 26.6% 7,642 18.6%

介護障害審査課

２市１町の高齢化について
2市1町それぞれの人口や割合については、下記の表のとおりです。

※第2号被保険者（40歳〜64歳）は含みません。
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就労継続支援（Ｂ型）事業

生活介護事業

　今回は授産製品について紹介させて頂こうと思います。現在
就労継続係では、刺し子ふきん、洗濯ばさみを作り、販売してい
ます。刺し子ふきんは利用者さんが、ひとつひとつ丁寧に刺繍さ
れていて、可愛らしく仕上げておられます。バザー販売でも人気
商品の一つで、いつもお客様に手に取って見て頂いており、「可
愛らしい布巾で使うのがもったいないぐらい」とお声を頂戴して
います。洗濯ばさみについても、部品をバラバラの状態で発注

し、組み立ては全て利用者さんにお願いしています。こちらもよ
く購入して頂いており、他の洗濯ばさみと比べて持ちが良いと評
判です。オーダーがあれば可能な限り対応させて頂きますので、

「こんな刺し子ふきんの柄を刺繍して欲しい」「あんな商品を作っ
てみて欲しい」等ご要望がありましたら是非ご連絡下さい。
また１２月９日長岡第十小学校で開催予定の「長十フェスタ」で出
店を予定していますので、是非お立ち寄り下さい。

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への差
別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記しま
す。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

乙訓若竹苑は、就労継続支援（B型）事業・生活介護事業・地域活動支援センター事業・
日中一時支援事業・相談支援事業を行っています。
TEL ０７５・９５４・６５０１　FAX ０７５・９５４・６５８８

「障がい」のひらがな
表記について

乙 訓 若 竹 苑

生活介護事業　利用者さんの作品

●上半期の生活介護事業の様子
　生活介護事業では、活動の一環として創作活動を行っています。
利用者さんの作品を多くの人に観てもらえるよう、昨年より多くの
作品展へ出展したりして展示の機会を設けています。作品の中には
選考を伴う作品展において1次選考を通過する作品も現れ、みんな
で「すごーい！」「やったね！」と喜んでいます。個人作品から合同作品、
絵画から立体作品とジャンルに囚われることなく、自分たちが作り
たいものを楽しく！をモットーに創作活動に励んでおられます。現在
は地域の方々にも観てもらえる機会や方法を模索中です。
　また、生活介護事業では販売活動にも力を入れています。上半期
は「ぬいぬいシリーズ」の新商品としてピアスやイヤリングなどのア
クセサリー系、がま口財布やポーチなどもシリーズの仲間入りをし、
製品がより充実しました。利用者さんオリジナルデザインを手刷り
プリントしたTシャツも大変好評でした。各製品は地域の雑貨店や
美容室に並べていただいています。ぜひ、探してみてください。
●お願い
　生活介護事業では生産活動・リサイクル活動のため、アルミ缶と
牛乳パック（中身をよく水洗いし乾燥させたもの）の回収を随時行っ
ております。ご協力いただける方は、乙訓若竹苑（075-954-6501
生活介護事業）までご連絡ください。皆様のご協力をお待ちしてお
ります。
●平成30年度アルミ缶による
　上半期の収入
アルミ缶：総重量 286.2kg
　　　　 買い取り価格105～115円/kg
合計 31,341円の収入となりました。
ご協力ありがとうございました。

火曜日～土曜日、どの曜日も利用定員に空きがありますので、
興味のある方はぜひ一度見学に来てみてください。

地域活動支援センターでは、毎週火曜日に「アルミ缶を回収」→「洗
う」→「潰す」→「業者へ持って行く」というリサイクル活動をしていま
す。買い取ってもらい得たお金は利用者の方の「工賃（お給料）」とし
て支払います。

（ちなみに、１ヶ月あたり１人１００円～８００円位です〈参加回数に応じて〉）
アルミ缶の回収にあたっては井ノ内自治会様、セブンイレブン様、ま
た様々な方が協力して下さっています。そのような地域の方々とのつ
ながりも利用者の方が地域で暮らしていくために大切なことです。そ
して、リサイクル活動を通してゴミが少しでも資源として活かされる
ようにと願っています。
他にも‥午前中は書道（木曜日）・創作活動（金曜日）などの室内活動
や、午後から散歩、レクリエーション（音楽・スポーツ・調理）などのプロ
グラムが不定期であります。

平成２９年度から始まった「緊急一時利用」について、数はまだ少な
いですが「急に母親がケガをして病院に行きたい」「祖父が緊急入院
した」などの緊急の理由で利用がありました。
急なことはいつ起きるか分かりません。そのような時に、障がいの
ある方が若竹苑で安心して過ごして頂けるようにサポートします。
※「緊急一時利用」についても事前登録制です。不明な点など気軽
にご相談ください。

地域活動支援センター事業

日中一時支援事業

高いお山
登れるように
なったよ！

夏には園庭で
水遊び

冬にはポニーの

園庭でお餅つき

床いっぱいの紙に

好きな色で

お絵かき

年度末の送る会で

おいしいご飯や

おやつ
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この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。

乙訓福祉施設事務組合とは向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。
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